
 
「
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
」
―
安
重
根
没
後
１
０
０
年
忌
を
語
る
会
― 

 

今
夏
の
酷
暑 

皆
様
は
御
機
嫌
良
く
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？ 

お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す 

来
る
九
月
二
日
は
安
重
根
生
誕
日
に
あ
た
り
ま
す 

 

長
い
御
無
沙
汰
に
な
っ
た
ま
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
が 

こ
の
度
の
先
生
の
京
都
か
ら
九
月
二
日
東
京
着
の

ご
出
張
時
を
促
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
で 

先
生
を
囲
ん
で
集
ま
り
た
い
と
思
い
ま
す 

・
・
・
そ
の
間 

崔
先
生
は
明
智
大
学 

記
録
科
学
大
学
院
碩
座
教
授
に
加
え 

延
世
大
学 

国
家
管
理
研
究
院 

招
聘
教
授
と
し
て
御
多
忙  

そ
し
て
最
近
は
大
韓
民
国 

報
勲
處 

安
重
根
遺
骨
発
掘
推
進
団
資
料
委
員
長

に
御
就
任 

御
活
躍
の
範
囲
が
広
が
っ
て
お
ら
れ
ま
す 

扨 

お
久
し
ぶ
り
に
お
元
気
な
先
生
を
迎
え
三
年
ぶ
り
の
交
流
を
暖
め
乍
ら
安
重
根
没
後
一
０
０
年
忌

に
考
え
た
い
事
等 

お
話
を
賜
り
「
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
」
の
同
士 

が
集
い
ほ
ん
の
少
し
お
酒
を
酌
み
交

わ
す
秋
の
夜 

多
い
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か 

左
記
の
通
り
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す 

本
当
に
お
久
し
振
り
の
御
目
も
じ 

ご
出
席
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す 

か
し
こ 

二
０
一
０
年
八
月
十
六
日 

「
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
」 

 
 
 

世
話
人 

寺
田 

佳
子 

 

記 
     

日 
 

時    

二
〇
一
〇
年
九
月
二
日(

木)  

十
八
時
よ
り
二
十
時
半
予
定
（
受
付
十
七
時
半
よ
り
） 

 
 

  

場 
 

所    

東
京
さ
ぬ
き
倶
楽
部 

電
話 

〇
三
―
三
四
五
五
―
五
五
五
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
下
鉄
南
北
線
・
大
江
戸
線
麻
布
十
番
駅
下
車
二
番
出
口
よ
り
二
分 

 
 

 

会 
 

費  
 

六
千
円 

（
当
日
の
お
取
消
は
ご
容
赦
下
さ
い
） 

 

『
日
韓
談
話
室
』
連
絡
先
・
オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内 

寺
田
・
白
村 

 
 
 
 

  
 

電
話 

〇
三
―
三
四
〇
四
―
一
一
八
八 

フ
ァ
ッ
ク
ス 

三
四
〇
四
―
六
三
〇
一 

ご
出
欠
は
Ｆ
Ａ
Ｘ 

又
は
同
封
の
葉
書
に
て 

八
月
三
十
日(

月)

迄
に
お
返
事
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す 

 
 

  

御 

出 

席 

 

御 

欠 

席 

 

お 

名 

前 

ご
連
絡
先 


